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本日の流れ

１．自己紹介

２．2018年の活動の振り返り

３．フードフェス・福島大学学園祭

４．活動を通して

５．今後の活動展開



１．自己紹介

林ゼミ
担当教員：林薫平

活動実績
• 猪苗代フェスティバル
• ふくしまフードフェス
• 福島大学学園祭
• ワイナリーフェス, etc.



２．2018年の活動の振り返り

郡山市逢瀬地区の

農場の野菜を活用

都市部からどのように人の流れを呼び込むかが課題

地域資源を活かした

新たな魅力を生み出し

農村ツーリズムの活性化が期待された













３．ふくしまフードフェス2019

2019年8月25日 場所：開成山公園

農家×飲食店×酒蔵のコラボによる、福島の食の魅力発

信が目的

約5,000人が来場。1日で多くの福島の食と触れ合って

もらうことが達成







３．福大祭での串焼き販売

目的：地域の人に福島の食材を知ってもらう！

食材 ・本宮市Kふぁーむしらさわ豚→塩麹漬け、スパイス漬け

・郡山市鈴木農場 ネギ

・南会津湯田農園 しいたけ

串焼きにして販売

潜在力を出し切れていない豚肉と福島の野菜を利用し、それぞれ

の魅力をマックスまで引き出し、大学の学祭で出品！！





販売風景①



販売風景②





４．活動を通して

福島の食材の良さを実感してもらえた

食による地域間の連携を提示することができた

＝食の魅力により、農村への人の流れをつくる！



若い世代が地域の魅力を伝えていきたい



５．今後の活動展開
雪室プロジェクト

豪雪地帯の食材貯蔵の伝統技術「雪室」

福島が分布の最北端である「竹」

福島だからこそできる新しい食材の長時間熟成の形





食材取り出し風景





ご清聴ありがとうございました


